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わが国は現在，政治・経済そして医療も大きな変革期にあるようです．超少子高
齢化が進み，資源の少ない日本が世界と戦っていくためには，教育力，科学力を高
め，国際化を進める以外ないようです．まず教育では，学校教育法(93条)が見直
され，次年度より大学では「学長権限の強化」「教授会の権限を抑え，審議機関
教育と研究を対象>に位置付

えて，文

に意見を述べる程度に止める」「学長の選考
基準策定(国立)」「運営・経営面への外部者の関与強化(国立)」などが法令下で進
められそうです．このように，大学には学長主導による自らの大きな変革が求めら
れています．政府は国際競争力を高めるため，既に多くの成長戦略を打ち出してき
ました．教育力，研究力を高めるために「世界のトップレベル研究拠点プログラム
(WPI)：9拠点」「研究大学強化促進事業(RU)：22拠点」「革新的イノベーション
創出プログラム(COI)：12拠点」などが企画され，さらに世界大学ランキング・
トップ100以内を目指すために「スーパーグローバル大学」に37大学が選出され
ました．また，医療の国際展開，競争力を高めるために「MEJ(Medical Excel-
lence JAPAN)」設置や最新の医療技術・医薬品を迅速に実用化させるために「橋
渡し研究加速ネットワークプログラム：9拠点」や「臨床治験中核病院：15拠点を
予定」なども選定され動き出します．そして，いよいよ平成29(2017)年度から新
たな専門医制度が開始され，そこには総合診療医も組み込まれる見込みです．また
近年，研究不正が大きな問題となった医学界では，研究活動に対して行政主導での
対策が示されるはずです．たとえば，研究結果・資料(研究ノート等)や使用したサ
ンプルの長期保管や管理責任体制も強く求められるでしょう．医学・医療者はすべ
ての施策に対応して今後の研究活動や臨床を展開していく必要がありそうです．加

るかにか

部科学省や厚生労働省の研究事業，研究費の枠組みも変更されました．こ
れらの施策により，日本の医学・医療がどこまで国際競争力，研究力を高められた
か，10年後，20年後にしっかり検証し，総括する必要があるでしょう．よい方向
に進むことを願っています．
さて，本号には「運動器画像診断の進歩」と題してシンポジウムが組まれていま
す．最近の画像診断技術は目覚ましく進歩し，従来見えなかったものが見えるよう
になり，その画像は組織の形態にとどまらず，疾患の病態までも描出されるまでに
なってきました．臨床医にとってはありがたいことですが，臨床症状，所見，診察
の重要性に変わりはありません．画像診断はあくまで補助診断の一つであり，臨床
医がいかに有効に活用す

皆様，そ

かっていると思います．連載も豊富で，「臨床医
に必要な放射線知識」や「サルコペニア」「臨床研究でよく用いる多変量解析」な
どが掲載されています．大いに参考になりそうです．是非ご一読ください．
最後に，私事ですが，今年度末をもって17年間あまり務めて参りました本誌編
集委員を辞することになりました．編集委員の皆様，読者の

ます．長

して編集室の
皆様には大変お世話になりました．これまでに頂いたご支援，ご協力に感謝すると
共に，本誌の益々の発展を祈念し「あとがき」への最終寄稿とさせて頂き

皆様に感い間，本当に有難うございました． 山芳昭)謝です． (戸
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